








　毎年恒例になりました発表会を、今年は「生きる」を

テーマに開催します。朗読に耳を傾けて“ほっ”とする

ひとときを過ごしませんか。

●と　き　10月26日（木）　午前10時20分～

●ところ　ふれあいの里センター

●内　容

　▽葉　　祥明　作　　「奇跡の樹」　

　▽向田　邦子　作　　「男どき・女どき」から３編

　▽大塚　勇三　再話　「スーホの白い馬」

　▽相田みつを　作　　「いのちのバトン」

●費　用　無料

※ふれあいの里の入館料が必要です。

●問い合わせ

　遠賀町社会福祉協議会　☎（２９３）０４３０

　ものまね歌謡ショーなど、演芸も盛

りだくさん！

●とき　10月22日（日）

　　　　午前11時～午後２時30分

※入浴時間は午前９時30分から午後

　７時までです。

●ところ　ふれあいの里

●内容

　▽午前11時～正午（エントランス）

　　・アイアイフラの皆さんによるフラダンス

　　・くるみ会・むつみ会の皆さんによる社交ダンス

　▽午後１時～２時30分（大広間）

　　ものまね歌謡ショー

●費用

　観覧は無料ですが、入館料が必要です

※未就学児は無料です。

※障害者手帳などを持

　っている人は、減免

　があります。

●問い合わせ

　ふれあいの里センター

　☎（２９３）２０３０



　　　月２日から６日までの４泊５日の日程で、第22回中間・

遠賀地区「少年の船」が鹿児島県の奄美大島で行われました。

今回は、中間・遠賀地区の小学４年生から中学２年生まで

の34人とスタッフ16人が参加しました。

　遠賀町からも団員とスタッフ合わせて14人が参加し、大

自然の中での生活、マングローブパークでのカヌー体験な

ど奄美大島でしか味わう事のできない貴重な体験をしてき

ました。子どもたちはこの５日間で団体行動の厳しさや大

切さ、自然の雄大さを学び、仲間たちと協力しあい、たく

ましくなって帰ってきました。この体験は子どもたちにと

って忘れられない夏休みの思い出の一つになったようです。

　　　しかった夏休みが終わり、２学期が始まったばかりの９

月６日と７日の２日間、遠賀中学校の２年生が町内と遠賀町近

郊の事業所などで職場体験学習を行いました。

　遠賀町役場にも柳井友里子さんが訪れ、まちづくり課で統計

調査の準備や、遠賀町コミュニティバスに乗って運行状況につ

いて調査しました。

　柳井さんは「公務員の職場を体験したくて、遠賀町役場を希

望しました。２日間の職場体験を通して、仕事は大変だったけ

ど学校で授業を受けるのとは違い、働くということが少しわか

りました。今回の経験を、今後の進路決定などに活かして行き

たいです。」と、職場体験の感想を言ってくれました。

　今回、職場体験を行った皆さん、これから受験や就職活動、

いろいろ大変なことがあると思いますが、がんばってくださいね。

　　　月から11月までの

第１、第３土曜日に、遠

賀町民俗資料館で行われ

ている「遠賀町の歴史語

り部養成講座」。この講

座は、遠賀町の歴史を学

びながら、数多くの文化

遺産をたくさんの皆さん

に知ってもらうための「語り部」を養成する講座です。

　取材に訪れた９月２日の講座は古墳時代の説明で、「豊

前坊古墳群」を中心に説明が行われていました。「豊前

坊古墳群」は３基の古墳で構成され、１番大きな１号墳

は遠賀川下流域では最大の前方後円墳です。また、１号

墳と３号墳は前方後円墳同士が一部重複する前例のない形をしています。

　遠賀町には、「豊前坊古墳群」をはじめ貴重な文化遺産が数多く存在しています。今回の講座に参加した皆さん、この

歴史を伝える立派な「語り部」になってくださいね。



　　　月10日の下水道の日に合わせて、遠賀川下流浄化センターで「下水道展」が行

われました。「下水道展」は住民の皆さんに、下水道についてもっと知ってもらうた

めに、平成16年から行われています。

　当日は、下水道についてのビデオ上映会や、浄化センターの施設見学などが行われ、

身近な存在でありながら、普段あまり知ることのできない下水道の内容を勉強するこ

とができました。

　会場では、そのほかにも「ポップコーン」や「かき氷」の配布や、「キャラクター人

形すくい」や「スーパーボールすくい」といった出店が、全て無料で行われていました。

　会場に来ていた皆さんは、大人も子どもも一緒になって、笑顔いっぱい楽しんでい

ました。
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遠
賀
町
内
の
工
事
は
、
全
て
遠
賀
町

が
行
っ
て
い
て
、
他
の
事
業
を
削
っ
て

事
業
を
し
て
い
る
と
い
う
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ま

っ
た
く
の
誤
解
で
す
。

　
町
報
で
も
説
明
を
し
て
い
ま
す
が
、

遠
賀
町
の
道
路
や
河
川
は
、
国
道
・
県

道
・
町
道
、
１
級
河
川
、
２
級
河
川
な

ど
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
こ
が
管
理

す
る
か
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
遠
賀
町
で
は
、
国
の
工
事
や

県
の
工
事
が
予
算
化
さ
れ
、
着
実
に
整

備
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
方
の
努
力
や
協
力
に
よ
り
、
よ

う
や
く
遠
賀
町
に
も
、
今
ま
で
多
く
の

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
要
望
を
い
た
だ
い

て
い
た
事
業
へ
の
予
算
を
獲
得
す
る
事

が
で
き
た
の
で
す
。

　
ご
存
知
の
と
お
り
、
町
の
事
業
に
つ

い
て
は
、
交
付
税
が
半
分
以
下
に
な
り
、

取
り
組
む
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
国
や
県
の
事
業
は
こ
れ
か
ら

で
す
。
町
が
良
く
な
る
社
会
基
盤
の
整

備
は
、
積
極
的
に
し
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
、
よ
そ
の
町
か
ら
遅
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
遠
賀
郡
の
他
の
町
は
、
県
や

国
の
事
業
へ
の
取
り
組
み
が
早
く
、
整

備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
遠
賀
町
も
早
く
他
町
と
同
じ
く
ら
い

の
社
会
基
盤
の
整
備
を
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
今
後
も
国
・
県
に
要
望
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

木
村
　
隆
治

１位

２位

３位

４位

５位

白井  のり子　著

桐島  　洋子　著

群　  ようこ　著

曽野  　綾子　著

P．v．コヴラルト　著

典子44歳いま、伝えたい

マザー・グースと3匹の子豚たち

世間のドクダミ

善人は、なぜまわりの人を不幸にするのか

聖骸布の仔

せ け ん

のりこ

せい がい ふ

ぜんにん

しらい

きりしま　　　 ようこ

むれ

そ　の　　　　あやこ



　
９
月
３
日
、
遠
賀
総
合
運
動
公
園
グ

ラ
ン
ド
で
地
区
公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

　
優
　
勝
　
尾
崎

　
準
優
勝
　
新
町

■
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

　
優
　
勝
　
木
守

　
準
優
勝
　
広
渡

　
９
月
７
日
、
遠
賀
総
合
運
動
公
園
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
、
７
チ
ー
ム
35
人
が

参
加
し
て
遠
賀
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
▽
優
　
勝
　
松
の
本
Ａ

　
▽
準
優
勝
　
別
府
Ｂ

　
▽
第
３
位
　
虫
生
津

　おおらかな大自然にふれ、遠

い祖先の生活に思いをはせなが

ら健康的に一日を過ごしてみま

せんか。

●と　き　10月22日（日）

　　　　　午前10時～

　［受付］　午前９時～午前９時30分

※雨天決行です。

●ところ

　中間市役所前河川敷駐車場（中間市中間）

●内　容

　▽ファミリーコース（８㎞）　

　▽チャレンジコース（20㎞）

●費　用　300円

※昼食を持ってきてください。

●その他　参加者全員に記念品をプレゼントします

●申し込み方法

　はがきまたはFAXに、住所、氏名、性別、年齢、電

　話番号、参加コースを記入して、申し込みください

●締め切り　10月18日（水）

※当日の参加申し込みも受け付けます。

●申し込み・問い合わせ

　〒８０９－００３６

　福岡県中間市長津一丁目25－1中間市働く婦人の家内

　’０６遠賀川ふれあいウォーキング実行委員会

　☎・FAX　０９３（２４６）０４８３





　平成18年７月１日に、屋外広告物の規制に関し、福岡県屋外広告物条例および同条例施行規則の一部を改正しました。

これにより、新たに許可が必要になった地域（許可地域）が追加されます。（平成19年１月１日から実施）

道路の種類

国 道

主要地方道

路 線 名

３ 号 線

直方・芦屋線

道路の種類

国 道

主要地方道

一 般 県 道

路 線 名

４ ９ ５ 号 線

北九州・芦屋線

宮田・遠賀線

浜口・遠賀線

黒山・広渡線

岡垣・遠賀線

区 域 の 幅

道路および路端から
５００ｍ

区 域 の 幅

道路および路端から
５００ｍ





●
と
き
　
10
月
17
日
（
火
）

﹇
受
付
﹈

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
ふ
れ
あ
い
の
里
　
研
修
棟

●
対
象
　
生
後
２
か
月
〜
１
歳
未
満
児

●
内
容

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
身
体
計
測
、

　
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
育
児
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
費
用
　
無
料
　

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

　
弱
っ
た
乳
歯
を
早
め
に
見
つ
け
て
、

歯
み
が
き
や
お
や
つ
の
工
夫
な
ど
で
、

元
気
な
乳
歯
を
と
り
も
ど
し
ま
し
ょ
う
。

●
と
き
　
10
月
24
日
（
火
）

﹇
受
付
﹈　
午
後
１
時
〜
１
時
10
分

●
と
こ
ろ

　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象

　
▽
初
回
の
人

　
　
平
成
16
年
７
月
か
ら
９
月
ま
で
に

　
　
生
ま
れ
た
幼
児
（
２
歳
〜
２
歳
２

　
　
ヶ
月
）

　
▽
前
回
欠
席
者
と
２
回
目
以
降
の
人

●
内
容

　
歯
科
集
団
指
導
、
歯
科
健
診
、
フ
ッ

　
素
塗
布
（
希
望
者
）、
育
児
相
談
（
希

　
望
者
）

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
母
子
健
康
手
帳
、
タ
オ
ル
、（
フ
ッ
素

　
塗
布
が
２
回
目
以
降
の
人
は
歯
ブ
ラ

　
シ
）

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

●
と
き
　
10
月
27
日
（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

﹇
受
付
﹈　
午
後
１
時
20
分
〜
１
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
ふ
れ
あ
い
の
里
　
研
修
棟

●
内
容

　
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
、
楽
し
く
出

　
産
を
迎
え
る
た
め
の
生
活
、
ス
ト
レ

　
ッ
チ
、
お
産
の
イ
メ
ジ
ェ
リ
ー
、
ア

　
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
助

　
産
師
・
保
健
師
に
よ
る
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
印
鑑
（
当
日
母
子
健
康
手
帳
を
受
け

　
取
る
人
）、
母
子
保
健
テ
キ
ス
ト
（
母

　
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
配
布
し
て
い

　
ま
す
）

※
母
子
健
康
手
帳
は
随
時
、
窓
口
で
交

　
付
し
て
い
ま
す
。

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

　
好
き
嫌
い
や
、
少
食
な
ど
、
悩
み
の

多
い
幼
児
期
の
食
事
に
つ
い
て
、
栄
養

士
さ
ん
の
お
話
と
試
食
、
座
談
会
で
少

し
で
も
解
決
し
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
参

加
者
ど
う
し
、
お
友
達
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

●
と
き
　
11
月
14
日
（
火
）

﹇
受
付
﹈　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里
　
研
修
棟

●
対
象

　
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
幼
児
と
保

　
護
者

●
定
員
　
10
組
（
先
着
順
）

●
内
容

　
栄
養
士
に
よ
る
講
話
、
幼
児
食
の
調

　
理
実
習
、
試
食
し
な
が
ら
座
談
会

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。
　

●
持
っ
て
く
る
も
の
　

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
お
子
さ
ん
の

　
ス
プ
ー
ン
、
は
し
、
お
子
さ
ん
の
お

　
茶
、
託
児
に
必
要
な
着
替
え
、
オ
ム

　
ツ
、
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

●
費
用
　
１
０
０
円

●
締
め
切
り
　
11
月
２
日
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

　
遠
賀
中
央
幼
稚
園
で
は
、
平
成
19
年





　
市
千
鳥
）

●
内
容

　
在
校
生
と
の
合
同
学
習
体
験
、
学
校

　
見
学
、
授
業
参
観
、
教
育
相
談

●
問
い
合
わ
せ

　
福
岡
県
立
北
筑
前
養
護
学
校

　
☎
０
９
２
（
９
４
３
）
８
６
７
４

　●
と
き

　
11
月
25
日
（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

●
と
こ
ろ

　
福
岡
県
立
北
筑
前
養
護
学
校
（
古
賀

　
市
千
鳥
）

●
内
容

　
児
童
生
徒
に
よ
る
学
習
発
表
、
中
学

　
部
生
徒
に
よ
る
作
業
学
習
製
品
販
売

　
な
ど

●
問
い
合
わ
せ

　
福
岡
県
立
北
筑
前
養
護
学
校
　

　
☎
０
９
２
（
９
４
３
）
８
６
７
４

●
と
き
　
11
月
16
日
（
木
）

●
と
こ
ろ

　
小
倉
高
等
技
術
専
門
校
（
小
倉
南
区

　
横
代
東
町
）

●
対
象

　
来
春
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
と
卒
業
者

●
定
員
　
20
人

●
そ
の
他

　
▽
訓
練
期
間

　
　
来
年
４
月
か
ら
１
年
間

　
▽
授
業
料
　
無
料

●
締
め
切
り
　
11
月
10
日
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
小
倉
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
３
（
９
６
１
）
４
０
０
２

●
と
き
　
12
月
１
日
（
金
）

●
と
こ
ろ

　
福
岡
高
等
技
術
専
門
校
（
東
区
千
早
）

●
募
集
科
・
定
員

　
▽
自
動
車
整
備
科
　
　
　
　
20
人

　
▽
空
調
シ
ス
テ
ム
科
　
　
　
30
人

　
▽
印
刷
デ
ザ
イ
ン
科
　
　
　
30
人

　
▽
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
管
理
科
　
30
人

　
▽
電
気
設
備
科
　
　
　
　
　
30
人

●
対
象

　
高
等
学
校
を
平
成
19
年
３
月
に
卒
業

　
見
込
み
の
人

●
選
考
方
法

　
学
科
試
験
（
国
語
・
数
学
）、
適
性

　
検
査
、
面
接

●
訓
練
期
間
　
１
年
間

※
自
動
車
整
備
科
は
２
年
間
で
す
。

●
費
用

　
受
験
料
、
受
講
料
無
料

※
教
科
書
・
工
具
代
な
ど
は
必
要
で
す
。

●
締
め
切
り
　
11
月
16
日
（
木
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
福
岡
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
２
（
６
８
１
）
０
２
６
１

　
平
成
19
年
度
の
訓
練
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
課
お
よ
び
定
員

　
▽
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
製
図
科
　
20
人

　
▽
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
　
　
　
20
人

　
▽
商
業
デ
ザ
イ
ン
科
　
　
　
　
20
人

　
▽
O
A
ビ
ジ
ネ
ス
科
　
　
　
　
20
人

　
▽
建
築
設
計
科
　
　
　
　
　
　
10
人

　
▽
D
T
P
制
作
科
　
　
　
　
　
20
人

　
▽
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
科
　
　
　
20
人

　
▽
総
合
実
務
科
　
　
　
　
　
　
20
人

●
と
こ
ろ

　
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
（
若

　
松
区
大
字
蜑
住
）

●
訓
練
期
間
　
１
年

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
の
み
２
年
間
で

　
す
。

●
対
象

　
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
、
ま
た
は

　
取
得
可
能
な
人

※
総
合
実
務
科
は
、
療
育
手
帳
所
持
者

　
ま
た
は
知
的
障
害
者
と
認
め
る
判
定

　
書
を
提
出
で
き
る
人
が
対
象
で
す
。

●
締
め
切
り
　
１
月
10
日
（
水
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
▽
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
　
☎
０
９
３
（
７
４
１
）
５
４
３
１

　
ま
た
は

　
▽
八
幡
公
共
職
業
安
定
所

　
　
☎
０
９
３
（
６
２
２
）
５
５
６
６

●ところ
　道官団地（２階建）２戸建のうち１戸
　虫生津団地（平屋）２戸建のうち１戸
●戸　数　２戸
●間取り　３ＤＫ
●家　賃　18,200円～41,900円
※入居予定者全員の平成17年中の所得に応じ
　て決定します。
●その他　２戸同時の申込みはできません
※世帯で１戸のみの申し込みになります。
●申込用紙配布および受付期間
　10月10日（火）～24日（火）
※申込用紙は遠賀町役場　建設課窓口に置い
　ています。
●問い合わせ　都市整備係



　全国の地方自治体は今、深刻な危機に直面しています。

私どもは、政府・国会に対し次の事を強く要請しています。

　⒈ 根拠なき交付税の削減断固反対

　⒉ 新地方分権推進法の制定

　⒊ 税源移譲により地方の自立を

　⒋ 国庫補助負担金を半減し地方の自由の拡大を

　⒌ 地方交付税を地方共有に変更すること

　福岡県民の皆様のご理解とご協力をお願いします。

遠賀町長　　木村隆治
県町村会長　山本文男

県・市町村が大変です！

　パロマ工業株式会社製瞬間湯沸器での一酸化炭素中毒

の再発防止のため対象機種の点検、回収を実施しています。

　家庭にある湯沸し器を必ず確認のうえ、下記の型式

に該当している場合は、パロマ工業㈱またはガス販売

店に申し出てください。ご協力をお願いします。

●型式

　ＰＨ－８１Ｆ

　ＰＨ－８２Ｆ

　ＰＨ－１０１Ｆ

　ＰＨ－１０２Ｆ

　ＰＨ－１３１Ｆ

　ＰＨ－１３２Ｆ

　ＰＨ－１６１Ｆ

※上記型式以外でも老朽化した機器で設備に不具合が

　生じた場合、一酸化炭素中毒事故が発生する可能性

　があります。この場合、安全装置付きの機器に交換

　することや警報機の設置が有効なので、各販売店に

　相談してください。

●問い合わせ

　パロマ工業株式会社お客様相談室

　☎０１２０（３１４）５５２（24時間受付）

　婚外子差別をなくし戸籍制度を考える会（こ

この会）では、ハートフルフェスタ福岡２００６

の参加企画として「婚外子・非婚の母ホット

ライン」を開設し、電話相談を行います。秘

密は厳守されます。

相談電話番号　☎０９２（７３８）０１３８

●と　き　10月14日（土）　午前11時～午後５時

※また普段の活動として月・水・金曜日の午後２時から午後

　５時までも同じ電話番号で相談を受け付けています。

●問い合わせ

　婚外子差別をなくし戸籍制度を考える会（ここの会）

　☎・FAX　０９２（７３８）０１３８

　Eメール 　empower_f@ybb.ne.jp

　あなたが抱えているいろいろな問題解決のお手伝いをする

ため、ＮＰＯ法人福岡ジェンダー研究所の経験豊かな女性相

談員が対応します。あなたの権利やプライバシ

ーは堅く守りますので、安心してご相談ください。

●と　き　午前10時～午後５時

※祝日・年末年始はお休みです。

相談電話番号　☎０９２（７４１）７１４０

●相談内容 

　痴漢、ストーカー、レイプ、セクシャル・ハラスメント、子

　育て、こころと生き方、ドメスティック・バイオレンスなど

●問い合わせ　企画係

　夫や、パートナーからの暴力、職場での

セクシャルハラスメント、つきまとい（ス

トーカー）など、悩みや困りごとがあったら、

一人で悩まずお電話ください。秘密は厳守

されますので、お気軽にご相談ください。

相談電話番号　☎０５７０（０７０）８１０

●と　き　11月13日（月）～19日（日）

　　　　　午前８時30分～午後７時30分

※土・日曜日は午前10時から午後５時までです。

●費　用　無料

●相談員　人権擁護委員および法務局職員

●問い合わせ

　福岡法務局人権擁護部　☎０９２（７２１）９１６６
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休
日
に
ド
ラ
イ
ブ
に
行
き
ま
し
た
。

駐
車
場
に
車
を
止
め
、
お
弁
当
を
食

べ
よ
う
と
、
ふ
と
外
を
見
て
み
る
と
、

野
良
猫
が
二
匹
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　
私
が
車
か
ら
降
り
る
と
、
お
弁
当

目
当
て
な
ん
で
し
ょ
う
か
、
近
く
に

寄
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
熱
い

視
線
は
感
じ
ま
す
が
、
取
ろ
う
と
は

し
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
お
昼

を
食
べ
終
え
て
も
、
ま
だ
そ
ば
に
い

る
の
で
撫
で
て
や
る
と
、「
ニ
ャ
ー
、

ニ
ャ
ー
」
と
甘
え
た
声
で
鳴
い
て
い

ま
す
。「
な
ん
だ
、
お
弁
当
目
当
て

じ
ゃ
な
く
て
、
甘
え
た
か
っ
た
ん
だ

な
。」
と
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
辺
り
を
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て

戻
っ
て
く
る
と
、
ま
だ
あ
の
二
匹
が

こ
ち
ら
を
見
て
い
ま
す
。「
ま
た
撫
で

て
や
ろ
う
か
な
。」
と
手
を
差
し
伸

べ
る
と
、
今
度
は
「
フ
ゥ
ー
ッ
！
」

と
毛
を
逆
立
て
て
威
嚇
さ
れ
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
、
お
弁
当
目
当
て
で
近
づ

い
て
来
た
だ
け
で
し
た
・・・
　
（
も
り
）

遠賀町
郡　内救急出動

遠賀町 
郡　内

68件
371件

0件
1件火　　災

平成18年８月分
遠賀郡消防本部

　パソコン教室を開催します。興味のある人は、是非この

機会に参加してください。

●と　き　11月７日（火）～30日（木）　毎週火・木曜日

　　　　　午後１時30分～３時30分（全７回）

●ところ　ふれあいの里センター　

●対　象

　町内に住んでいる18歳以上でパソコン初心者の人

●定　員　20人

※希望者多数の場合は抽選になります。

●内　容　ワード（年賀状作成）、インターネット

●費　用　１，０００円（テキスト・ＦＤ代含む）

●締め切り

　10月27日（金）（必着）

●申し込み方法

　往復はがきで申し込みください

※往信用はがきの裏には住所・氏名（フリガナも記入）・

　年齢・郵便番号・電話番号および「パソコン教室受講希望」

　と朱書してください。返信用はがきには、必ず表に住所・

　氏名・郵便番号を記入してください。

●申し込み・問い合わせ

　〒８１１－４３９２

　遠賀町大字今古賀５１３番地

　遠賀町中央公民館事務室

　☎（２９３）１３５５

　過去の大戦では多くの尊い命が

失われました。遠賀町では戦没者

を追悼し、世界の恒久平和を祈念

するため、平成１8年度遠賀町戦

没者追悼式を行います。多数の皆

さんの参列をお願いします。

●と　き　10月27日（金）　午前10時～

●ところ　遠賀中学校横慰霊塔前

※雨天の場合は遠賀中学校講堂で行います。

※会場に駐車場はありません。

●式　典　無宗教による献花方式

●問い合わせ　民生児童係


